
第8 分科会

子どもの権利条約入門ワークショサワ

子ともの確制条約私 トり－・ウ

■目的

・ 対象 ：子 ども・ お とな

・ 効 能 ：「ケ ン リっ て な に ？」 と い う人

⇒ 子 どもの権 利条約 につ いて わか りやす く学ぶ こ と

がで き ます 。

「条約 な ら知 って るよ」 とい う人

⇒ じや あ、実 際 に ど うや れ ば条 約 を 「使 え る」の か

を一緒 に考 える こ とがで きます 。知 らない人 のお手伝

いもで きます去

「 よ く わ か ん な い け ど と りあ え ず 」 とい う人

⇒ とにか く楽 しめます。 い ろ ん な人 と面 白い こ とがで きます。

■プロセ ス

前半 ：子 どもの権利条約クイズ

後半 ：条約 を活 かす話 し合 い＆ 条約 ツ リー づ く り（写真

参照）

■参加者の反応

・ 条約 の基本 的 な こ とを理解 す る こ とがで きた。 （お とな）

・ 知 って るつ も りで も案外知 らない こ とがあ った。（お とな ）

帰った ら、 自分 の身近 な子 ども とのか かわ りかた を考 えてみ たい。（お とな ）

・ 子 どもの 考え を伝 え る こ との大切 さ。 これ か らも 自分 か ら声 を あげて い きた

い。（子 ど も）

・ い ろんな 人に会 えて話せ て よか っ た。（学 生）

■企画 者ふ りか え り

子 どもの参加者 も多 く、企 画の進 行 を助 けて も らい ま した。 子 どももお とな

も、お 互い を尊 重 しなが ら、発想 の柔軟 さを大切 に しつ つ クイ ズや演劇 、創 作

などを通 して子 どもの権利 条約 をココ ロ と身 体 で感 じ、頭で考 え るこ とが できた と思 い ます 。

（参加者人数 ：40名）
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第9 分科会

ワークショツワ「子ともたちの本書、大人達の言い分」

毎8 の生活の中から、大人と子どもの冊係を見直して柑 う。

川西‖辺蜘 シター

■当日の様 子

＜ 午前 ＞ ロール プ レイ 「言 って る こ ととや って る こ とちが うや ん」

先生 と子 どもた ちの会話 の中 か ら、ロール プ レイ ング を した。 いつ もあ ま りや っ た こ との ない 立場

での役 を演 じて も らった。 下 の よ うなス トー リー を各 グル ープ で演 じてみ て 「演 じた それ ぞれ の 立場

で、 どんな 気持 ちが したか ？」

「この 後 こ の 先 生 と子 ど もは ど うな る ？」 とい うよ うな こ

とを話 し合 っ た り、実 際に続 きの劇 を作 っ て も らっ た り し

た。話 し合いの後、各グループの発表を行 った。

あるグル ー プは 、高圧 的な教師 とい う設 定 か ら、投 げや り

な教師 とい う設 定に変 えて演 じてみ た り、 また劇の 続 き と

して教 師に対 して、子 ども達 が 自分 の気持 ちを主張 す る と

いう発表 もあっ た。 そ の結 果 、言 うべ き事 は教 師で も言 っ

ていかない とわ か らない とい う意見 や、話 し合 って こそ分 か り合 え るんだ とい う意 見な ども出た。

＜ 午後 ＞ちがい の ちがい

大 人 と子 ども、男性 と女性 、 日本 国 内 と外 国な ど色 んな違 いにつ い て 「あっていい 違 い 」 と 「あっ

てはい けない違 い」を考 え よ うとい うね らい でお こなっ た

下の よ うな 文が 12 あ り、それぞれ 各 グルー プで 「あ っていい違 い 」「あ ってはい けな い違 い 」「考 え

がま とま らな い 」に分 けて い った。

それぞれの育った環境、考 え方に より、意見が分かれたが、お互いの意見を尊重す ることが大切 であ

ることを確 認す る と同時 に基本 に な るものについ て 考え た。

・ 大人 はた ば こ を吸って もいい が、

子 どもは吸 っては いけな い

・ 日本 では高校 生の アルバ イ トは禁止 され てい るが、

ア メ リカでは積極 的 に進め られ て いる。

・ 東 さんの 家で は必ず 父親 が先 に風 呂に入 るが、

西君 の家で は 決ま っていな い。
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例 え ば 「必 ず ～ しな けれ ば な らな い」 と言 われ た り、「決 めつ け られ た りす る 」の はひ っ かか るな

ぁとい う意 見 も出た。 8 才 か ら、40 代まで 幅広 い年齢 層 で お互 い の考 え を尊 重 しよ う とい うあった か

い雰囲気の中ですすめ られた）

■参加者の感想

・ こん なゲー ム した こ とない ですこ とって も楽 しか っ

たです 。 も う一 回 した いで すこ

・ 人 と話 をす る こ・と、 多様 な考 え方 が あ るこ とを知 り

勉強に な りま した。

・ 皆 さん裏 に あ る背景 や 当事者 の気 持 ちを考 え よ うと

されている気持 ちを感 じ、大切だ と思った。

（ 参加者人数 ‥午前午後合わせ て 45名）
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第10 分科会

子どもが作与“しゃペl嶋 一

一「少年犯罪」「理想の学轢」「子どもの居場所」をテ・・マ に－

11振子ともの人権あ トワーク

■目的

お とな に言 い た い事 は何 か ？お とな のい いた い こと

は何 か ？につ い て しやべ り場で話 し合 う。

■流れ

・ アイ スブ レー キ ング ：じや んけん ゲー ム でグル ー プ

分け

・理想の学校

学 校で楽 しい こ と楽 しか った こ と

学校で嫌なこと（校則・体罰・先生の事 とか）

こんな学 校だ った らいいな

・ グル ー プ替 え→ じやん けんゲー ム

・ 子どもの居場所

放課後（土 日も）の遊び場所について子 どもは今 の、大人は昔の話をお互いに話す

何 を して いて楽 しいか ？

ど うい う と こ ろ が ほ しい と思 っ て い るか ？

居 場所 って どんな ところの 事か ？

・ 昼休憩

・ 少年犯罪 一÷じや ん けんゲー ムで グル ー プわ け

浜 田 さんに 最初 、関係 した よ うな話 を少 し して も ら う

事件 につ いて ど う思 うか、 み んなで 話す。

ど う した ら な くな る か ？

・ 全体交流

今 まで に しや べ り場 で 出 た意 見 を ネ ッ トの 子 ども 達

が発表する

■参加者の反応

活発に発言 して くれ た し、 自分 た ち も聞い て も らえた。
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＋企画者側 のふ りか え り

参加者 が午前中は少なめだったけれ ど午後はびっく

りす る ほ どた く さん の 人 が き て くれ て と て も うれ しか

った。 何 よ りた くさんの人 と話 せ て よか った。 い ろん

な考 え を聞 けたか ら勉 強 にな っ た。

（参加者人数 ：午前 30 人 午後 36 人）



第1 1 分科会

子どもの貫撥をする人☆語り合訴う ！

J勝 子とも文化協会

【午前の部】

■参加人数

参加人数 ：

参加者 ：

出身地 ：

職業・所属 ：

ス タ ッ フ ：

1 9 名

1 2 名

大阪府・兵庫県・京都府・ 千葉県・ 茨城県・埼玉県

高校生・大学生・看護師・ ユースワーカー

N P O ・親子劇場・ Y M C A 等

7 名

■当分科会参加理由

・ 子 どもを支援 す る職 に就 くこ とを考 えてい る。

・ 色 々な人 とのつ なが りをつ くるた め。

・ 子 どもの活 動 に関わ ってい るた め。

・ 子 ども通信社 V O I C E の子 ども記者 か らス タ ッフにな る予 定 なの で 、子 どもた ちの サポー トにつ

いて話 を した いか ら。

・普段の活動に活かすため。

・ 子 どもが参加 して くれ る環境 や 、 どの よ うな活動 をす れ

ば子 どもが意 見 を言 え楽 しむ こ とが でき るか を知 りた いた

め。

・ 今 一番気 に な る こ とのた め。

・ 分科会担当 している当協会の青年 を見てみたかったから。

・ 他 の人 が どの よ うな 活動 を してい るのか 知 りたか った か

ら。

・ この よ うな仕 事 を して い るか ら。

・ 市民参 画 、子 どもの 参画 を考 え る活動 を してい て 、住 民か らい か に して市 民 となるか 、普通 の 高校

牛が よ り生活 しやす い仕 組み とは何 か ？そ の大 きな問題 を考 え るた め。

■流れ

オ リエ ンテー シ ョン→分 科会担 当で ある N P O 法 人北摂 こ ども文化 協 会の概 要説 明。 幸な事業 の 中

から「子 どもの権利 条約 ＿l の第 3 1条 の保 障 を ミッシ ョン と した 「ひ と山 ま るご とプ レイ パー ク j の活

動内容 の紹介。その後 、気軽に話せ るよ うに全員で 自己紹介 （名前・出身・所属・分科会を選んだ理

由・本 日の意気 込み等 ）。打 ち解 けた ところで 「語 り合 い l の開 始 ，
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まず は 、参加 者 が どの よ うな活動 を して い るのか を聞 き合 う。後 半 、「子 どもの権 利 と義務」につい て

の質問 があげ られ た。 子 ど もの権利 につ いて話 しが 始ま る。

■ 「語 り合 い」 で 出 た意見

・ 現在の 「子 どもの権利条約」は、子 どもを保護す る条約になっていないか ？本来は、大人 と子 ども

の壁 を外す もので はな いの ？子 ど もの 自己実現 の為 の条 約 に しな けれ ばな らない。 子 どもが好 き勝 手

に行動 す る時、 義務 がでて くるので は ない カ㌔

・権利は誰にでも絶対存在す る。たとえ非行をおこして施設に入った子 どもでも、厳 しい義務はつい

てくるが権 利 もあ る。 義務 は行 動 を起 こす 時に 出て くる。権利 の提 え方 は個 々の レベ ル 。

・ 権 利 と義 務 を並 べて 考え るの は少 し違 うよ うな気 がす る。

・「子 ど もの権利 ＝子 どものわが まま 」 と捉 え られ が ちであ る。子 どもの権 利 とは 【 1 】 自分 を大切 に

する こ と、【 2 】 自分 を大切 に され る こ と、【 3 】 自分 を認 め られ るこ とで あ る。子 どもは毎 日のつ な

がりを求 めて い る。子 どもの居場 所 が ないの が現状 。

・ 誰 も信用 しない と言 う子 が い る。 親か らの虐 待 を受 けてい る。 子 ど もが置 かれ てい る環境 は、親 と

の関係 や周 りの環境 が大 き く影 響 してい る。それ を単 に 「わ がまま 」 と捉 えて しま うの はか わいそ う

であ る。 1 回や 2 回で も信 頼で き る大人 に出会 った とい う経験 がそ の ことに とって－良い結 果 になれ ば

いい。

・ 最近子 どもの病気が変わってきた。例 えば拒食症や 自殺願望篭っこれは、親子や友達等の人間関係

からの病 であ る。親子 関係 でい うと、我 が子だ か ら分か

って くれ る・ 子 どもなんだ か ら我 慢 して ほ しい い うよ う

な親 の甘 えが原 因で あ る。 親 の エ ゴ。親 と子で も人 間 と

して 1 対 1 の付き合いが必要。

・ 大 人 が 「子 ど も の 権 利・ 義 務 」 を ど うこ う言 うよ りも 、

子ど もに 「いい事・悪 い事 」 をは っき り教 えて子 どもに

とっ ての いい環 境 を作 ってい くべ きであ る。

午前の部の最後 には、午後でぜひ とも考えていきたい事・昼休みに考えてもらいたい事 を募った。午

前中は全 体的 に抽象的 な話 が多 か った為 、も っ と具 体的 な話 を した い とい う要 望 が 出た。テー マ【 1 】

子どもの権利 条 約 に則 った 活動 を どうして い くの か。（大人 の自己満 足 に終 わ らない た めには ？）【 2 】

ファシ リテ一 夕ーの役割 は どの よ うな ものか。（子 ども と大 人の 協働 は ど うした らい いの か ？）
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【午後の部】

暮参加人数

参加人数 ：

参加者 ：

ス タ ッ フ ：

2 2 名

1 5 名

7 名

■流れ

午前からの引き続きの参加者 と新たな参加者で再び簡単に自己紹介 （ 名前・出身・所属・気になる

こと・ 知 りた い こ と等 ）。午前 中 に出た キー ワー ドを某 に各 々テ ー マを出 し合 い語 り合 い 開始。具 体的

に出て きた話 題 は、【 1 】実際 の活 動 について 具体 的 に知 りた し㌔ 実践 で活用 で き る話 を したV ㌔ 現在

関わ ってい る青 年 の子 どもへ の 支援方法 を知 りたい 、【 2 】活 動 をす るに 当た って 、対象 の子 ど もの集

め方、【 3 】子 どもの意見表明権について、【4 】子 どもへの情報伝達について、【 5 】子 どもの権利 を

発信 してい く場 につ いて （大 人 の課 題 と して） 等が 挙 げ られ た。

■午 後 の 「語 り合 い」 で出 た意 見

まず取 り上 げ られ た のは 「フ ァシ リテー ト」の 話題。

・広島のある子 ども劇場 では 「10 代 の育児養成講座」を開始。当初の 目的は、自分が子 どもを産んで

初めて子 どもに接 す る人が 多 くな った現在 、もっ と若 い うちか ら子 育て に地域 で参加 して 10 代の子 ど

も達 に 自信 をつ けて も らお うとい うもの で あった。 実 際 、子 どもを預 け る側 の親御 さん か らの評 価 も

よ く、 講座依頼 も増 え た。 依 頼 の増加 に よって子 どもの 活 躍場 所が増 え るのか と思 って いた ら、薫 を

開けてみれ ば子 どもが安 く使 われ るよ うにな ってい た。 周 りの大人 がみ ん な子 どもの権 利 を考 えなが

ら活動 は してい ない ので、 もっ と子 どもの権利 を考 えなが ら啓 発 活動 を進 めてい かな けれ ば な らない

のが現状 で ある。

・親 が理解 を示 して くれ ない とき、保護者 の理解 を深 め るフ ァシ リテ ー トも大切で ある。

・その つ の案 と して，単発 的で はあ るが、「ロール プ レイ」の手法 も有効的 で ある。PTA を対 象 に寸

劇を途 中まで演 じ、そ の後 の ス トー リー は グルー プ ご とに話 し合 って作 って も らい 、実 際 に 自分 達で

演じて もら う。 これ は、大 人 であ りな が らも、子 どもの役 もす るので子 どもの立場 にた って 考 え るき

っか け とな る。

・ 我 々の活動全 て を親 に分 か って もらお うと しな くて もいい ので はない か ？

・ 個 々の活 動だ けで全 て ど うにか しよ うとす る と限界 があ るの で、補填 と言 う意味 で各団 体 で助 け合

ってい くた めに ネ ッ トワー クを組 む事 が必要 なので はな いか ？

・ 確か に困 った ときに （助 け がほ しい ときに） 何処 に行 けさ渕青報 を取れ るの か、情 報 を得 られ る施設

は少 ない （ない ？ ！）

・ ネ ッ トワー ク を作 るの は大切 。 その前 にお互 い （の活動 内容 ） を知 り合 うこ とか ら始 めな けれ ばな

らない。 そのた めに は 、お 互 い の考 えを知 り合 え る場 が 必要。（仲 良 しにな る とい う意味 では ない。）
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・ 実際 に子 どもの活動 を支援 して い く中で 、 どの よ うに 子 ども達 と接 してい けばい いの かが いまい ち

分か らない。 いつ も、 自分 が楽 しかっ た・ 子 どもも楽 しか った 、 で終 わ って い る。 これ で いいの か ど

うか ⊃

・ 楽 しけれ ば いい と思 う。 そ れ が一番 大事 。大 人 は青少 年に社 会 と関 わ ってい くた めの チ ャンス を与

える役 目。 つ ま り、本 当に 困っ た時 の相 談 者で あ り、最 後 の最後 ま で手 を出 して はい けな い と思 う。

子どもた ちは体 験・経 験 を重 ねて い く中で社 会 とのつ なが りを感 じてい くの であ る。

・ 楽 しさも大切 だ が、青年 達 は何 らか の意 図を持 っ て活 動 を してい くべ き。 そ のなかで 、 ど うや って

子どもた ちも楽 しむ事 が でき るの か 、子 ど も達 の 自主性 を引き出す 事 がで き るのか を考 える ことが大

切。 この様 に進 めて い く力 を高 め るこ と＝ フ ァシ リテ ー トなので は ない か ？ど うや った らこの様 に進

めて い くこ とが で き るの か を考 える必要 があ る。楽 しさ・ 意図・ 理 念 のバ ランス。

・ 意図 と流 れ を持 って 、 自分達 も子 ども達 も楽 しむ 事が 大切。 楽 しみつ つ まわ りを 見て。

・ ね らい と過程 を重視 す るな ら最低 限 しては いけない こ

とだ け を子 ども達に教 え る。（高校 生）

・ 現在 、 中高 生 を対象 に した活動 を してい るが 、対象 と

なる中高生 が集 ま らなし㌔ ど うや って集 めてい るの ？

・ 子 ども、 特に 中高生 は本 当に活動 が楽 しくな けれ ば集

まらない。 ほ とん どの団体 は親 子・ 小学生 を対象 に した

活動 を続 けて きて、中高生 を育 て 卜げて きた。 いきな り

中高 生 を対 象 と した活 動 は少 し難 しいか な。

・ 現在は市の広報や ビラ、社協やボランティア協会の協力を得 るほか、小学校等に働 きかけている。

・ 一 番有効 なの は友達 同士 の クチ コ ミ。

・ 開催 場所 もよ く考 えな けれ ば な らない。 遠す ぎれ ば人 は集 ま りに くい。個 々の活動 だ けで全 て ど う

にか しよ うとす る と限界が あ るので 、補填 と言 う意 味で各 団体 が、助 け合 って い くた めにネ ッ トワー

クを組 む事 が必 要 なので はな いか ？

この分科会では、′限 られた時間の 中で、自らの体験や活動内容について意見を言 う参加者もいれば、

黙って青年 の今 の考 えを聞 く大 人 もい るな ど、 1 つ の固定 した 形 に と らわれ な いや り方 で行 った。結

論ら しい結 論が 出た わけで はない が 、同 じよ うな活 動 を違 う地 域や 団体 がそ れ ぞれの視 点か ら展 開 し

てい る こ とを各 々が知 る こ とが でき るき っか け となった。 分科 会の名 称 の ご とく、「熱 くJ 語 れ た者 、

残念 なが ら 「不完 全燃 焼＿l で 「熱 く」なれ なかった 者 もい るか も しれ ない が 、担 当 した 協会 の青 年 ボ

ランテ ィア スタ ッフた ちも色 々 な意 見や活 動 に刺激 を受 け る ことがで きたっ今後 の 自分 た ちの活 動 の

糧と し、 新 た な ス テ ップ と して い き た い。 参 加 して 下 さ っ た 方 々 、 ど うも あ りが と うご ざい ま した 。
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第12 分科会

人権の視点から思春期の生と性を考える

～脚 の子亡もむ手ともに関わる大人のり」乃匂サーとパネル宇イ払 お ン～

計の訴C A P

＜ 午前 の部 ＞ CAP 中学生暴 力防 止 プ ログラム 大 人 ワー クシ ョッ プ

～ 思春 期の 子 ど もに伝 え た い、 生 き る力 と自分 を守 る力～

対象 ：大人

講師 ：西野 緑・ 松本 史恵・ 中瀬 弘雅

＜ 午後 の部 ＞ パ ネルデ イス カッ シ ョン ～本 音 で語 り合 お う 子 ど も・教 師・ 地域 の 大 人～

対象 ：大人 と思春期の子ども

コーデ ィネーター ：西野 緑（みのお CAP 代表）

パネラー ：竹内 未希代（東海大学第三高等学校非常勤講師）

伊藤 つばさ（高校 3年 生）

■分科 会のね らい

川西市は、市の予算ですべての小学校において CAP

プログラム を実施 してい ますこ しか し、中学校 は 2 校

の大人 ワー ク シ ョップ を実施 した のみで 、子 どもた ち

には届け られていません）

そこで、午前中は CAP で提供 している、中学生暴力防

止プ ログ ラム大 人 ワー ク シ ョップを体験 して も らい 、

今後の広 が りを期待 しま した。 また 、「デ ー トレイ プ」

のロー ル プ レイ を模 擬 体験 して も らい、「人 権 の視 点

から思春期 の生 と性 を考 え る l きっか け に し、 午後 につ なげま した。

午後 か らは 、現 役 高校 生か ら ビミ ョ ウで フ クザ ツな 十代 の生 と性 、 高校 教師 か ら自尊感 情 を育 て 争性

教育の取 り組み について話題提供 してもらい、参加者である保護者 、教師、地域の人たちが思春期の

子どもた ちの生 と性 につ いて率 直に語 り合 い、 は じめの 一歩に したい と思 って企画 しま した 。

■企画 者側 のふ りか え り

や な ぎホー ル とい う大 きな会場 だ った ので、 ス タ ッフ ー同、チ ラシ作 り、 声か けな どに大変 苦 労 し

ました 。しか し、そ のか い もあ って 、午 前・ 午後 ともに全 国 か ら多 くの学年 、保 護者 、教 師 、看 護師 、

助産師 、地 域の 人、CAP スペ シ ャ リス トた ちが 参加 し、活発 に意見交換 がで き ま い ㌔ 生 と性 を子 ど
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もの問題 と して で はな く、大 人ひ と りひ と りが自分 の問題 と して 考え る きっか けにな った と思 い ます 。

■参加者の感想

・「デー トレイ プ 」の ロール プ レイ で は 、女 性の視 点 か らの 話 を 聞いて 、 自分 が男性 側 の言 い訳 を して

いるこ とに気付 か され 、 自分 も男性 社会 の 中に どっぷ りつ かっ てい る こ とを 考 え させ られ た。

・ 三 年前 まで高校 生 だった 自分 で も驚 くよ うな話が た くさん あ りま した。 つば ささんか らの メ ッセ ー

ジで 、「一 人の 子 どもを見 て、最近 の子 どもは こ うなんだ とは 決 して思 わない でほ しい」とい うこ とを

聞いて 、大 人 と子 どもの い い関係 を築い てい くた め に この メ ッセ ー ジは大人 のすべ て の人 が子 ども と

接す る とき に、 常に意識 して ほ しい ことだ と思 いま した。

・ 性 の こ とは、学 校で もタブー の よ うな感 じが してい ま

した が 、本 当に大事 な事 は しっか り学 ばな けれ ばい けな

いと思 い ま した 。性 につ い て、 もっ とオー プ ンに学 べ る

環境 、竹 内 さんの よ うな先 生 がた く さん増 えた らい いな

あと思 い ま した 。

・ この フォー ラムに参加 して、 私は 自分 を 見つ め直す事

とい ろい ろな事 に対 して深 く考 え 自分 の意 見を発言 す る

事の大切 さを学 び ま した。 フォー ラムに参 加 して よかった です 。

・ 竹 内 さん の取 り組み は一 年 を通 じてい ろい ろな こ とを 考え てい く内容 で、 一年に 一度 ぐ らい しか授

業で扱 って いな い私 に とって は驚 くこ とばか りで した。 話 を聞 くにつれ 、そ の中途半端 な性 教育 の取

り組み が子 どもた ち に しっか りと伝 わ らず 、子 どもた ちを生 と性 で悩 ませ てい るこ とに も気 付 か され

ました 。

（ 参加者人数 ：85名）
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第13 分科会

非 暴 力 アクション・ワークショッつ

N P O 法人 せ性と子どものD パワ〆ント関西

あ らゆる場所 、あ らゆる形 で の暴 力 が あふれ て い る

今、NPO 法 人 女性 と子 どものエ ンパ ワメ ン ト関 西は 、

全ての人が問題解決を暴力 に頼 らない 「非暴力 」を学

ぶ必要性を強 く感 じ、暴力の被害者 にも加害者 にもな

らな いた めの非暴 力 トレー ニ ン グをめ ざ して、 日本 初

の試み 《非暴 力 ア クシ ョン・ ワー クシ ョップ》 のプ ロ

グラム 作成 に取 り組 ん でい ます 。

《非暴力 ア クシ ョン・ ワー ク シ ョップ》 は、頭 だ け

で理解 す るのでは な く、感 情 を 心で感 じ、 か らだを使 っ て表現 す る ことの効 果 を体 験 しなが ら、 その

人が も とも と持 ってい る生 まれ もった力 を 引き 出す エ ンパ ワメ ン トの考 え方 に も とづ いてお り、演劇 、

歌、 ロール プ レイ、ゲー ム 、アー ト・ ワー クな どの さま ざまな 手法 を使 い ます。

今 回は 、そ の中 か ら、 ゲー ムや グル ー プで の話 し合 い中心の プ ログラム を作 り、か らだ の動 きの可

能性 や声 の力 に気づ き、五感 （み る・ き く・ あ じわ う・ ふれ る・ にお い を感 じる） の変 化 につ い て考

えるこ とと、 グル ープ の メ ンバ ーが お互 い に刺 激 しあ って さま ざまなアイデ ィア に気づ き、 それぞれ

自分 な りの 方法 で、感 情に も向 き合 え る こ と、 た とえ怒 りを感 じて も暴 力 を使 わず に “非 暴力 ” で問

題を解 決す る方 法が ある こ とを 学ん でい くこ とを目的に しま した。

■参加者の反応

・ 非暴 力 とか、 ア クシ ョン とか とい うの が よ く分 か らな かった ので 、難 しそ うと思 っ たが、

やって みた ら面 白か った。

・ 体 を動 かす こ とで気 付 いた こ とが あ り、新鮮 だ った。

ゲー ム で他 の人 と組 んだ時 、 自分が 相手 を信頼 す る よ うにな るにつ れて 、 自分 のか らだ の動 きが変 わ

るのが興味深かった。

・他の人の発言がキッカケになって、自分 の感覚が敏

感にな るの を感 じた。

・ か らだ を動 かす と、表情 も和 らぎ、 こころ も軽 くな

って、話 し合 いの 中で交わ され る言 葉が ビ ン ビン響 い

てきた。 か らだ を動か す って楽 しい ！と思 えた。

午前 中 に参加 して、気付 いた ことがた く さん あった
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との こ とで 、午 後 も二度 目の参 加 を して くれ た 方 た ち

や、午前 中 の評 判 を聞い て午後 の ワー クに参加 して く

れた方 た ち もい ま した 。

今回の フォー ラムでの参加者の反応か ら、非暴力ア

クシ ョン・ワー ク シ ョップ の ニー ズ の高 さ を痛 感 しま

した。

女性 と子 どもの エ ンパ ワメン ト関西 では、学 校や 地

域社会 な どで、子 どもに もお とな に も《非 暴力 ア クシ

ヨン・ ワー クシ ョ ップ》 を提 供 し、非暴力社 会 の実 現 に寄 与 した い と考 えてい ます。

（ 参加者人数 ：午前子 ども＋お とな 11人 午後お とな 16 人）
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